（様式２）

誘客コンテンツ開発事業補助金　申請事業者提案書

１　申請者
	企業・団体名
	
	☐大企業　☐中小企業

	住所（本社）
	〒


	住所（福島県浜通り地域内）※１
	〒


	住所（誘客コンテンツ開発等の実施先）※２
	〒


	名称（ふりがな）
	

	代表者役職・氏名（ふりがな）
	

	従業員数（全体）
	

	資本金
	


※１　補助対象地域として申請する本社の住所を記入。本社住所と同様の場合は、「同上」と記入すること。
※２　誘客コンテンツ開発を実施する拠点の住所を記入。福島県浜通り地域内の拠点の住所と同様の場合は、「同上」と記入すること。
（担当者）
	所属
	

	所属住所
	〒


	役職・氏名（ふりがな）
	

	電話番号（必須）
	

	E-mail（必須）
	





確認項目（該当項目を🗹してください。）
☐　宗教活動又は政治活動を目的とした団体ではありません。
☐　特定の公職者（候補者を含む。）又は政党を推進し、又は支持し、若しくは反対することを目的とした団体でありません。
☐　暴力団又は暴力団の構成員、暴力団の構成員でなくなった日から5年経過しない者が経営、運営に協力していません。
☐暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有していません。
☐　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和23年法律第122号）第２条に規定する風俗営業及び性風俗関連特殊営業を行う者ではありません。
☐　国の他の助成制度との重複助成に該当していません。
	企業・団体の主な事業概要

	









	事業実績

	




	財務状況

	※財務状況の確認資料として、直近３期分の財務書類（売上高・経常利益など）の提示を必須とします。

	
	前々々期
（　　　　年　　月期）
	前々期
（　　　　年　　月期）
	直近決算期（前期）
（　　　　年　　月期）

	売上高 
	
	
	

	営業利益
	
	
	

	経常利益
	
	
	

	自己資本
	
	
	

	現金及び預金
	
	
	





	これまでの類似事業の実績

	※補助事業も含め国・県・民間の補助を受けた事業について、記入してください。










	他補助金の申請状況

	※　本補助金以外に国が助成する他の制度にも申請をしている場合、補助金の名称、申請状況及び金額を御記入ください。なお、本補助金が採択となった場合、他の制度と重複して助成を受けることはできませんので御留意ください。








※共同申請を行う場合には、共同申請者分の申請事業者提案書を提出してください。その際、連絡責任者は、共同申請者の中から１名指定してください。


２　誘客コンテンツ開発事業補助金　事業計画

事業計画には以下の4点を盛り込んで記載してください。
　①交流人口・消費拡大に向けた取組
　②地元事業者や自治体との連携
　③デジタル技術の効果的な活用による情報発信の活用
　④補助期間終了後の15市町村における事業展開の方向性

	１　補助対象事業の概要

	(１) 取組内容

	※１～３年目で実施する取組に🗹を付けてください。
事業Ⅰ☐　地域体験プログラム、イベント、ツアー等の企画・運営等
事業Ⅱ☐　誘客コンテンツの情報発信の企画及び実施等
事業Ⅲ☐　ゲストハウスや交流拠点等の誘客に繋がる施設・設備等の改修等の実施
事業Ⅳ☐　サイクリスト誘客に資する取組、自転車を活用したイベント等

	【事業計画名】※テーマ名を記載してください。


	(２) 事業の概要

	事業内容を具体的に記載してください。
[bookmark: _heading=h.wa7aquq7ce6l][bookmark: _heading=h.gjdgxs]

	
（３）背景・課題

	取り組む事業の背景や課題を記載してください。

	（４）事業の目的

	取り組む事業の目的を記載してください。


	（５）事業の目標

	取り組む事業の目標を記載してください。特に、KGI、KPIについて言及してください。また、KGI、KPIの計測方法や頻度についても記載してください。
※KGIとは： 企業や組織が展開するビジネスの最終目標を定量的に評価するための指標のこと。
※KPIとは：目標を達成するプロセスでの達成度合いを計測したり監視したりするために置く定量的な指標のこと。

	

（６）実施体制

	社内体制と社外との連携体制（特に地元業者や自治体）について記載してください。

	２　事業内容

	（１）顧客

	取り組む事業がターゲットとする顧客像を記載してください。

	（２）顧客に提供する価値

	取り組む事業が顧客に提供する価値を記載してください。


	
（３）事業モデル

	取り組む事業を簡単に図解してください。各関係者とのお金や提供価値のやり取りなどを記載してください。

	３　市場環境

	（１）市場規模

	上記に記載した顧客の推定量を記載してください。

	
（２）競合

	取り組む事業の競合を記載してください。

	（３）競合優位性（差別化）

	取り組む事業の競合に対する優位性や差別化ポイントを記載してください。

	４　マーケティングミックス（4P）

	（１）商品 / Product

	　取り組む事業が提供する商品の概要を記載してください。以下の項目の価格、販売チャネル、プロモーションも含めて記載していただいても構いません。

	（２）価格 / Price

	　取り組む事業が提供する商品の価格（価格帯や料金プラン等）を記載してください。

	（３）販売チャネル / Place

	　取り組む事業が提供する商品を提供する販売チャネルを記載してください。
　例）OTA、自社ホームページなど

	（４）プロモーション / Promotion

	　取り組む事業が提供する商品のプロモーション施策を記載してください。
　特に、デジタルプロモーションをどのように実施する計画か記載してください。

	５　カスタマージャーニーマップ

	以下の欄に従ってカスタマージャーニーを記載してください。

	フェーズ
	認知・注目
	興味・関心
	比較・検討
	購入・行動
	継続購入

	リアルタッチポイント
	
	
	
	
	

	デジタルタッチポイント
	
	
	
	
	

	行動
	
	
	
	
	

	思考・感情
	
	
	
	
	

	訴求ポイント
	
	
	
	
	

	施策
	
	
	
	
	



※カスタマージャーニーとは：顧客が製品・サービスと出会い、そこから購入・契約に至るまでの道筋のこと。




	
６　スケジュール

	(１) １年目の事業計画

	※月ごとの具体的な事業計画を記載してください。

	（２）２年目・３年目の事業計画




	７　収支明細計画　

	【単位：円】
（収入の部）
	区分
	予算額
	調達先（金額内訳）

	自己資金
	
	

	借入
	
	

	その他
	
	

	補助金申請額
	
	

	合計
	
	



（支出の部）１年目（補助率：☐３／４、☐１／２）
	経費区分
	経費全体額
	補助対象経費
	補助金申請額

	１　人件費
	
	
	

	２　事業費
	
	
	

	　　①謝金
	
	
	

	　　②旅費
	
	
	

	　　③通信運搬費
	
	
	

	　　④設備修繕費
	
	
	

	　　⑤外注費
	
	
	

	　　⑥雑役務費
	
	
	

	　　⑦備品費
	
	
	

	　　⑧広報費
	
	
	

	　　⑨借料・損料
	
	
	

	　　⑩使用料
	
	
	

	３　委託費
	
	
	

	合計
	
	
	


【２年目・３年目の補助金申請額及び資金計画】





	８　事業効果

	浜通り地域等（他事業者含む）への経済的な波及効果について記載してください。


	９　補助期間終了後の見通し

	補助期間終了後の見通しを記載してください。

	１０　リスクと対応策

	事業に取り組むにあたって想定されるリスクとそれへの対応策について記載してください。



※金額は、税抜の金額を記入してください。
※金額は、千円未満を切り捨てて記入してください。
※金額は、1年目の事業実施期間に支出するものについて記入してください。
※金融機関等からの借入れを検討されている際は、手続状況等についても示してください。
1

